
有料
レポート

TSUDOIはブロックチェーンと仮想通貨に特化した情報配信サービスです。

本レポートコンテンツ

�🔷TOP銘柄分析ガイド

 TSUDOIで集計・分析する、複数の有名格付け機関によるスコア評価

�🔷狙い⽬：中堅銘柄発掘ガイド

 世界トレンド銘柄の分析

�🔷⼤⽳：新規銘柄発掘ガイド

 VC出資先分析に基づく、注⽬新規銘柄情報, �CMC新規リスト銘柄分析

このレポートはTSUDOIの有料サービス、スタンダードプランの加⼊者専⽤

の情報です。レポートの内容は個⼈的な使⽤のみを対象としており、商業的

な利⽤は事前の許可が必要です。

レポートの読み⽅については、⼀覧に含まれる「必⾒！成功へ導く３つの仮

想通貨投資術」をご覧ください。

2 0 2 4 / 1 月  月 次TSUDOI  
スタンダードプラン
月次分析レポート

とは
TSUDOIリサーチチーム内では、関連ニュースから中⻑期的に注⽬を集め、
価格⾼騰が期待できると予想した銘柄にGoodマークを付けています。
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https://tsudoi-platform.co.jp/investor_contents/
https://tsudoi-platform.co.jp/investor_contents/


プロジェクト名 カテゴリー 調達
ラウンド ⾦額 ⼤⼿VC⼀覧 融資⽇ 注⽬度

Infrastructure 未公開 $7.00M
Polychain�Capital
ParaFi�Capital
Warburg�Serres���…

事業モデル ★★☆(2.5)
メンバー  ★★

GameFi 未公開 $15.00M
Binance�Labs
VividThree
GuildFi���…

事業モデル ★☆(1.5)
メンバー  ★☆(1.5)

DeFi 未公開 ---
Polychain�Capital
Nascent
Inflection …

事業モデル ★★(2.0)
メンバー  ★(1.0)

2024年1⽉1⽇〜1⽉28⽇までの期間において、仮想通貨業界における⼤⼿ベンチャーキャピタル

(VC )の出資実績を詳細に調査し、⼤⽳：新規銘柄を分析します。今⽉の主な業界の資⾦調達プロ

ジェクト数は101社となり、⼤⼿VCからの出資を受けたプロジェクトは16社となります。
※⼤⼿VCについては投資資⾦の⼤きいTOP20を対象としております。
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有名VCによる
資金調達最新情報分析

1⽉の資⾦調達事情について

2024年1⽉の暗号資産市場における資⾦調達の動向を分析すると、特にWeb �3 . 0とブロックチェーンインフラ関連のプロジ

ェクトに注⽬が集まっています。これらのプロジェクトの合計が全体の約50 .8%を占めており、市場の⼤部分を占めている

ことがわかります。その他、分散型⾦融（DeF i）や⾮代替トークン（NFT）もそれぞれ市場の13 .3%と10 .0%を占めてお

り、インフラストラクチャ関連のプロジェクトとともに、市場の主要な部分を形成しています。また、1⽉には7件の⼤型資

⾦調達（$50M以上）が⾏われました。これらの動向から、ブロックチェーンとWeb �3 . 0関連のインフラ構築が現在の市場

の主要な焦点であると⾔えます。
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分野：クロスチェーン
トークン名：B I T F I N I T Y
🔷 � トークン未発⾏
メインネット公開：1⽉末~2⽉上旬(予定 )

Bitfinity

B i t f i n i t yは、ビットコインとイーサリアムの資産を結びつけ、⾼速な取引処理能⼒を持つ新しいブロ

ックチェーンプラットフォームです。Inte rne t � Compute rプロトコル上に構築されたビットコイ

ン・スケーリング・ソリューションとして、イーサリアム仮想マシン（EVM）との互換性を提供して

います。これにより、異なるブロックチェーン間でのスムーズな資産の移動と取引が可能になると期

待されています。

Founders �：Max �Chamber l in (マックス・チェンバリン)⽒
ケンブリッジ⼤学とオックスフォード⼤学出⾝のコンピューターサイエンスとサイバーセキュリ

ティの専⾨家です。彼は分散型ファイナンス（DeF i）の先駆者であり、In f i n i t ySwapという

In te rne t � Compute rで構築されたDeF iプロジェクトの共同創設者であり、この経験と知識を活

かし、Bi t f i n i t yを⽴ち上げています。
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01 . �概要 

02 . �運営メンバー

リサーチ担当のコメント
事業モデル�★★☆(2 . 5 )
ビットコインネットワークを拡張させる試みは、直近業界内で多々話題になっています。ビットコインのセキュリ

ティの⾼さとイーサリアムの柔軟性を組み合わせることができれば、安全性と拡張性を兼ね備えた新しいDeF iサー

ビスが展開できると期待を集めている⼀⽅で、ビットコインの取引量の増加による⼿数料の上昇などといった課題

も存在します。この分野に対する⾒解は分かれるものの、新たな機会を提供していることは確かです。本プロジェ

クトを始めとしたビットコインネットワーク拡張に関する取り組みが成果を挙げることで、さらに盛り上がりを⾒

せる分野になると期待されます。

メンバー�★★(2 )
B i t f i n i t yプロジェクトのチームは、⾼度な専⾨性と多様な経験を持つ暗号学者、分散コンピューティングエンジニ

ア、および技術専⾨家で構成されています。ただし業界の主要プロジェクトの経験が少ないため、ブロックチェー

ンプロジェクトに必要なコミュニティ運営や特有のリーダーシップ⾯で課題が⽣じる可能性や、ユニークな機能を

実装されているため、特有の技術的な課題がある可能性があります。
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leプロジェクトの概要が記載されています。

プロジェクトのコアメンバーの経歴が
記載されています。

プロジェクトの将来性や業界トレンドとの
適合性、コアメンバーの経歴が事業に強み

となるかを評価しています。

https://twitter.com/bitfinitynet


SkyArk
Chronicles
分野：Game F i
トークン名：SAR
🔷トークン未発⾏
  �ゲームタイトルはリリース前

「SkyA rk �Ch ron i c l e s」は、⾼品質のファンタジー⾵の⽇本のRPGゲームで、相互運⽤可能なNFT

（ノンファンジブルトークン）を取り⼊れています。このゲームは「Play - to -Own」のコンセプト

を採⽤しており、プレイヤーはゲーム内でアセット（資産）を所有したり、交換したりすることがで

きる無料で遊べるブロックチェーンゲームです。ゲームタイトルについては、三部作シリーズ

「House � o f � he roes」「Legends � A r i s e」「Re :SkyA rkVe r se」の開発に取り組んでいます。

Founders �CEO：Jonathan �Zhang⽒
過去の経歴として、シンガポールのWeb3コレクティブルマーケットプレイスやアートとデジタ

ル化に特化したプロジェクトなど、Web３とNFTに関係する経験を複数積んでおります。

01 . �概要

02 . �運営メンバー

リサーチ担当のコメント
事業モデル�
SkyA rk �Ch ron i c l e sの独⾃的なアプローチとして、異なるゲームタイトル間でNFTの相互運⽤が可能な無料でプレ

イ可能なブロックチェーンゲームを3部作として提供し、プレイヤーがゲーム内資産を所有できるようにすることを

⽬指しています。また、SkyA rkEng ineというツールにて、従来のゲームをWeb3ゲームに変換するサービスを他

のゲームスタジオに提供し経済圏を広げていくアプローチをしています。ただし、2024年現在もなおGameF i業界

は、スケーラビリティの問題、規制⾯での不確実性、セキュリティリスクなど多くの課題に直⾯し続けています。

これらの課題のため、既存のゲームプレイヤーや開発スタジオにとって参⼊が難しい状況であり、ブロックチェー

ン技術がゲーム業界に広く受け⼊れられるにはまだ時間がかかるでしょう。そのため、現状ではGameF iに対する

需要が限られていると⾔える点には留意が必要となるでしょう。

メンバー�
本プロジェクトは、以前Binanceのインキュベーションプログラムを受けており、今回の資⾦調達のリードインベ

スターとしてBinance � Labsが主導していたことも考えると同企業に期待される運営陣でありプロジェクトという

⾒⽅ができそうです。ただし、過去の経歴は決してゲームに特化しているものでないことからゲームの開発に関す

る経験の不⾜は潜在的な弱点になる可能性があります。
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プロジェクトの将来性や業界トレンドとの
適合性、コアメンバーの経歴が事業に強み

となるかを評価しています。

プロジェクトの概要が記載されています。

プロジェクトのコアメンバーの経歴が
記載されています。

https://twitter.com/SkyarkS
https://twitter.com/SkyarkS


Particle
分野：De F i
トークン名：不明
🔷サービスリリース済み

Pa r t i c l eは、トークンからNFT（⾮代替性トークン）まで、あらゆるデジタル資産に対して利⽤でき

る分散型のレバレッジ取引プロトコルを⽬指しているようです。Par t i c l eプロトコルでは、流動性プ

ロバイダー（LP）が特定の価格帯に流動性を集中させる集中型流動性という概念を利⽤し、トレーダ

ーが流動性プールから直接資⾦を借りてレバレッジ取引を⾏うことを可能にします。

また、Par t i c l eプロトコルは価格のオラクル（市場価格を提供するシステム）を必要とせず、市場操

作や攻撃のリスクを減少させることにも注⼒しています。

開発チームは、情報が公開されてませんでしたが、Disco rdでの情報を要約すると、技術とイノ

ベーションの分野で豊富な経験を持ち、Goog leやFacebookなどでの実績を持つ専⾨家たちとの

ことです。また、創業者たちは、名⾨マサチューセッツ⼯科⼤学の同級⽣であり、技術的な背景

を持った⼈物たちとのことでした。

01 . �概要 

02 . �運営メンバー

リサーチ担当のコメント
事業モデル�
DeF iはブロックチェーン業界全体において、既に多くの仮想通貨投資家から需要がある領域であり、このため

Par t i c l eは短期的にも注⽬を集める可能性があります。特に、Par t i c l eは、トレーダーが他のAMM流動性プールか

ら直接借り⼊れることができるなど、市場に新しい機会を提供する可能性があります。ただし、その新しい機会に

ついては、実績が少なく技術的および規制、市場からの信頼に関して不明確な点があることには留意が必要です。

メンバー�
プロジェクトが既に有名なベンチャーキャピタルから資⾦調達を⾏い、サービスのリリースが進んでいることを考

慮すると、開発者の顔や実名が公開されていないことに関連するリスクはある程度緩和されています。しかし、透

明性の⽋如、責任の所在を明確にし切れてない点、および規制への対応という観点からは、プロジェクトの透明性

を説明するには他の有名プロジェクトと⽐べ不⼗分な要素となり得ます。これらの要素がプロジェクトの⻑期的な

成功に影響を与える可能性があります。
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プロジェクトの将来性や業界トレンドとの
適合性、コアメンバーの経歴が事業に強み

となるかを評価しています。

プロジェクトの概要が記載されています。

プロジェクトのコアメンバーの経歴が
記載されています。

https://twitter.com/particle_trade


CMC
Rank プロジェクト カテゴリー 時価総額

トークン
価格(掲載時⽐

較)

市場規模
ベンチマーク

⽐較

24時間
取引量ラン

ク

#161→＃189 Gaming 11.33倍
(IMX⽐)

#104→＃72 Layer2 2.56倍
(ARB⽐)

#138→＃138 RWA ---

#129→＃133 Layer2 6.03倍�(ARB⽐)

2024年1⽉1⽇から1⽉29⽇までの期間において、CMCで新規リストされ、時価総額ランク50位

から200位の間にある新規銘柄の⽉次調査確認します。
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CMC新規リスト銘柄
最新情報分析

CMC新規リスト銘柄【1⽉時点】

リサーチ担当のコメント
Manta �Ne tworkについては、1⽉の3週⽬に分析レポートで記載しており、1/18にB inance、

B i thumb、KuCo inなどの取引所へ上場を果たしております。Binanceでの初上場は⼀般的に⼤きな

注⽬を引き、メディアの取り上げられやすさを通じ投資家の露出の増加につながります。注⽬度が⾼ま

る中、プロジェクトの強みや成果が明らかになると、その話題性が⻑く続く傾向があり、それがトーク

ン価格にも好影響を与える可能性があります。特に、Manta �Ne tworkが運営するレイヤー２ネットワ

ークから、Ethe reumネットワークにロックされた資産の総額でレイヤー２分野で第三位にランクされ

ている点は、投資家にとって魅⼒的な実績として捉えられることができるでしょう。
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直近の、注目要因の考察が
記載されています。



本レポートにおけるデータおよび分析は、以下の情報源を基にしています。

� - �Co inMarke tCap：ht tps : / / co inmarke t cap . com/

� - �Co inCa rp：ht tps : / /www.co inca rp . com/

� - �Messa r i：ht tps : / /messa r i . i o / -

引⽤元：

本 レ ポ ー ト は 、 投 資 助 ⾔ を 提 供 す る も の で は あ り ま せ ん 。 提 供 さ れ る 情 報 は 、 ⼀ 般 的 な 解 説 に 限 定 さ

れ て お り 、 個 別 の 投 資 判 断 に 直 接 適 ⽤ す る も の で は あ り ま せ ん 。 投 資 に 関 す る 最 終 決 定 と そ の 結 果 に

つ い て 、 当 ⽅ は ⼀ 切 の 責 任 を 負 い ま せ ん 。

レ ポ ー ト の 内 容 は 個 ⼈ 的 な 使 ⽤ の み を 対 象 と し て お り 、 商 業 的 な 利 ⽤ は 事 前 の 許 可 が 必 要 で す 。 商 業

利 ⽤ に 関 す る お 問 い 合 わ せ は 下 記 よ り ご 連 絡 く だ さ い 。

注意事項

発⾏元：TSUDOI �

メールアドレス：in fo@s igma inc . co . j p

ウェブサイト：�ht tps : / / t sudo i -p l a t fo rm .co . j p /
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